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御はからいと可有候」とあり 寄進者に って作職は預っているものという認識であっ ことがわかる。これらのことから、若宮への寄進物件は、作職補任権を奥嶋惣が持っている割合が高い ことが言え、 そのことは若宮への、寄進物件作職補任権を通じての奥嶋惣の関与があった、ということになろう。
































































言や「利銭出挙注文」といっ も は見あたらな 。　
ところでその大座の出挙と本史料にみられる出挙とはど









































に借用した出挙米が未返済となり、 決済は売券で行われた。その売券も「質物方ニ」という文言がなければ、ふつうの売券と変わるところがないものであった。ここから史料三の兵衛大郎は、買主である祥慶御坊に借米（銭）があり、それが返済できなかっ ため、質物に設定されていた「森田壹畔」を祥慶に 却というかたちで決済が行われたと考えられる。　
ここで祥慶御坊という人物についてみてみたい。表１は





えれば史料三と同様の質物売買であ と考えら 。そうであれば、祥慶御坊がふつうに買得したとみえ これら売券も、史料三の兵衛大郎 ごとく祥慶から借米（銭）をした際の質物が 未返済 より売却された際 もの 考えられる。つまり祥慶御坊はこの時期、集中的 貸付活動を




２） 。ひとつは応永元（一三九四）年、若宮への供料として得分七斗のうち二斗を「比丘尼祥慶并母儀従二の後生菩提のため」に寄進している。いまひとつは、祥慶御坊（比丘尼昌慶）が、母 従二とともに「奥嶋庄内井上如法道場開山岩本坊宗覚 対し、屋敷、田畠を寄進した際の寄進











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































篤い有徳な女性 出家者であると同時に、その資本を基礎に頻繁に貸付活動を行ってい ということができ、いわば祥慶は自らの財を寄進すること 「仏物」 し、 その 「仏物」を運用して融通活動を営んでいたと考えることができる。　
ここで想起されるのが、史料二の昌宗の若宮如法経田へ






－  90  －－  91  －
如法経信仰をめぐる財と村落―近江国蒲生郡を中心として（窪田）










この「土帳」が大別して「奥嶋若宮神田帳」 （以下「神田と略記） 、 「若宮之如法経田事」 （以下「如法経田帳」と略記）の二つの部分から構成されている と 指摘し、それぞれの記載様式、記載内容の比較検討から、寄進された加地子得分田から構成された如法経田が、私的 下作職を獲得し寄進者 規制から離れたのち、最終的に安定した経営を行っている免 である若宮神田へと再編成 て行く状況を示すものであると 定する。　
この「土帳」が二つの異なる性格の帳簿の複合体である











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































うに一四世紀中頃に開発が始まった 思われる湧出地域が「惣」というかたちとなったものとみられ、作職を留保しつつ若宮如法経田に加地子分を寄進し いる。こ らの寄進部分は正月田・三月田・四月田（ⅰ
～
ⅴ）といった神事






























制的枠組みの中で設定された神田の面積とその請作者を列挙し、 「如法経田帳」は如法経田に された文明元年時点での加地子得分 書き上げと考えられる。そして「神田帳」は「半」 一反」といった端数のない額や、二カ所にみえる「得分八斗」の記載から、逆 そ ような得分記載のない「神田帳」の大部分はこの時期すでに機能していない状態とみ ことができよう。一方 「如法経田帳」は、端数を含んだ多様な額の記載から、 点で機能している得分の書き上げであり（ 「イマハナシ」の記載は逆に最近まで得分があったことを意味する） 、機能不全となっいる神田部 にかわって、 神事に関わるような 「正月田」 「四月田」などは、湧出惣が作人 る如法経田で賄われ のではな だろうか。以上改め 土帳」を分析すると、加地子得分 から構成された如法経田が私的な下作職を獲得























































































































師社において如法経信仰 展開 、十禅師を支える本来的な免田としての神田とは別に如法経田の存在が認められそれが「庵室田如法経道場寄進目録」 し 神田帳とセットで惣により作成されたこ が確認できる。四、如法経をめぐる村落と領主　
ではなぜ基本台帳とは別に如法経田を管理する必要が







































































－  100  －－  101  －
如法経信仰をめぐる財と村落―近江国蒲生郡を中心として（窪田）






















































善・自身逆修 願う信仰であり、村落における他の年中行事のように村人が執行するのではなく、近隣の天台寺院ー奥嶋の場合は阿弥陀寺、今堀の場合は石塔寺ーから聖が一年間派遣され道場を預かり如法経会を執行したこと 、その必要経費としての如法経田は他 仏神田とは別 管理されるべきものであったのであろう。　
その理由のひとつは大島の場合にみるように、元来大嶋
社宮座「大座」が中心的に担ってきた村落内の融通機能が応永年間頃から如法経道場へと移行し、文明元年 「若宮神田土帳」に見るように、若宮如法経 が村落にとり公的な位置づけをもつようになったこ によるのではないだろうか。　
それは言い換えれば、本来荘内の安穏を祈るべき荘園制
的枠組みにおける免田ー仏神田ーが機能不全に陥 とき、それに代わるものとして如法経信仰 村落 中で一定の実質 な役割を担っていくようにな ことを意味するのではないだろうか。 「現世安穏後生菩提」とい 個別の願いをくみとることと引き替えに如法経田には財 集積






















本家職が青蓮院門跡、領家職が岩蔵宮から善入寺へ伝領され、一五世紀に 善入寺が本所一円領化していた（若林綾一「近江国 の荘園 主と在地社会 六軒丁中世史研究』第八号、二〇〇一年、同「近江国奥嶋荘における領有状況の変遷と在地社会ー南北朝・室町期の守護勢力の進出を中心にー」入間田宣夫編『日本 東アジアの国家・地域・人間ー歴史学と文化人類学の方法からー』二〇〇二年） 。
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6）拙稿「戦国期 在地寺院と地域社会」 （ 『歴史と民俗　
神奈川大学日本常民文化研究所論集』一五、平凡社、











きに在。伊崎邪山阿弥陀寺と号す。南都元興寺 僧賢和の開基也。相伝、古昔南北の谷に、三百の坊宇あり。三千石の寺領ありて、甚繁昌せしに、何 のとしにか 破滅す。とあり、往時の威容が窺える。
（
8） 「西念田地寄進状」 『大嶋神社奥津嶋神社文書』 （滋賀大学経済学部付属史料館編纂兼発行、一九八六年）一〇四号。なお本稿で使用した史料は同書を参照し滋賀大学経済学部付属史料館所蔵 原本および写真帳により校合した。
（


























17） 『 「奥嶋庄名主百姓愁状」 大嶋神社奥津嶋神社文書』 五
（
18） 「常総地方の「ほまち」史料について」 （初出一九九三年、のち『中世日本の開発と百姓』岩田書院、 二〇〇一年） 。 「ほまち」は元来「ほりまち」で「ほまち」 「まちぼり」などと変化したという。
  
（




江国奥嶋荘・津田荘における惣村の成立と在地社会の変質｣ 『歴史』一〇五輯、二〇〇五年） 。筆者は奥嶋惣の成立については肯首するものである 、湧出若宮 ついては湧出惣の鎮守であると考える。
（




23） 「善音田地寄進状」 『大 神社奥津嶋神社文書』一二三号。
（
24） 「西念田地寄進状」 『大嶋神社奥 嶋神社文書 一〇六号。



















33） 「中世後期奥嶋庄の若宮神田土帳につい 」 『史朋』一一、 一九七六年。
（




36）表紙①と②は一枚の料紙の表裏に書かれている。裏打前まではおそらく①が表紙になっていたものと思われ が、本文と表紙②の筆跡 同一と見られることから②が本来の表紙であったもの 推定した。また表紙①は「祢き大郎兵衛」によってつくられた可能性もあり、 「時聖」に「圓京」という名が記入されているところから、表 作り替えは帳簿の成立とそう遠 ない時期のも であると推定される。
（
37）林前掲註（
3） 、 伊藤唯真「今堀十禅師社の堂庵と宮座」 （初

















45） 「大嶋社御輿勧進帳」 『大嶋神 奥津嶋神社文書』一四二号
（




















53） 「道祐等加地子契約状」 『大嶋神社奥津嶋神社文書』一二二号。地理的には沖の島 南正面が宮ヶ浜にあたり、宮ヶ浜は断崖が続く奥嶋北岸で 唯一 平地であり、沖の島が最も利用しやすい位置関係にあ 。また現在も宮ヶ浜周辺は沖の嶋地籍となっている。
（
54）原本調査 結果 同十七坪井田卅六歩、 倉垣内畠卅歩在之」の部分は行間に割り込むように書かれており後筆 判断した。但し、ここでは寄進状作成と同時期の書き込みと判断しこのように結論した。
（
55） 『神田帳』事書には「奥嶋惣庄」 、 「如法経田帳」事書は「奥嶋惣」とある。若林 村落が「惣庄」を称するこで自立した対外接触が可能になるとする（前掲註（
20） ）が、
ここで 神田帳 は荘園制的な免田と 設定された系譜を引くものであるが故に「奥嶋惣庄」の記載が また「如法経田帳」は荘園制的免田とは系譜 異なる加地子得分寄進田を書き留めたものなので「惣庄」とは書かず「奥嶋惣」としたと理解したい。
（
56）得珍保については仲村研ａ『中世惣村史の研究』 （法政大












































70） 『今堀日吉神社文書集成』五九〇 一号。原本の現状は今堀惣神田納帳（五九〇ー一号）と庵室田如法経道場寄進目録帳（五九〇ー二号）は合冊され表紙を含めて全 一丁で、五九〇ー一号が 丁から六丁、五九〇ー二号が七丁から一〇丁となっている。この合冊が行わ た時期は不明であるが、七丁だけが小型である上、内容的にも筆跡も異質である。また 丁、 〇丁はそれぞれ異なる大きさで筆跡も異質であることなどから、この合冊は一～ 丁、六丁 七～八丁、九丁 一〇 の 種類のものをまとめたものであると思われ、これは記載内容とも合致している。ただし一～五丁（五九〇ー二号） 八～九丁（五九〇ー二号）は大きさも同じで作成も四日違いであることから、同じ料紙を使った可能性が高い。内容や料紙の大きさから考えて、冊はそれぞれの史料が 立してからかなり時間が経ってからなされた可能性が高く 少なく も当初のもの はな 。
（






























83）別稿で若狭や摂津の天台系地方寺院の如法経信仰による民衆の滅罪願望の汲み取りと零細な米銭の多量な集積をみた（拙稿「中世後期在地寺院の収取の特質につい 」 『史学研究集録』第三五号、二〇一〇年 。
（神奈川大学日本常民文化研究所職員）
